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説明： あり 対応： あり（④ケーブルサーキット）

留意事項

■ 活動展開例

施設職員
参加者全員が職員の説明を受けてから実施します。

　約２時間～３時間３０分（３～５分間隔で各班ごとスタートする）
（説明：開始前約20分）

　自然の家 敷地内

　帽子、運動のできる服装（長袖・長ズボン）、手ぬぐい（目隠し用）、軍手
　※手荷物をもたない（水筒も携帯不可）

・石や木の根、切りかぶなどが地面にある場合があるため、走らないこと。
・自分勝手な行動を慎み、班員全員でいつも一緒に行動する。
・目印、看板の位置は動かさないこと。
・スタート時の班員の人数を確認し、ゴール時にも必ず人数確認をすること。
・スタート前およびゴール後は、団体の定める集合場所で待機すること。

自然の家敷地内に設置してある目印をたどり、班の仲間と協力しながら課題を解決し、協
調性・社会性・創造性・冒険心を培う。

　小学生～

　４～１０月

　２００名まで
　 ※班編成は、男女混合の縦割りまたは同学年で構成し、4～８名を目安とする。
    ※ケーブルサーキットの定員は、小学生の場合、一回に4名を目安とする。

　スタート地点（本館前庭）

子ども達の活動（班）

１ 職員によるゲームの説明を必ず受ける
２ 各班ごとに服装及び人数の確認
３ ３～５分間隔でスタート
４ 班全員で行動
５ もし迷ってしまったら、

わかるところまで戻る
６ ゴール後の人数確認及びふりかえり

指導者の支援活動

１ 設定コースの確認（下見）
２ 健康観察及び人数確認
３ 服装及び持ち物の確認
４ ルールの説明及び緊急時の対応の確認
５ 決められたチェックポイントで

班の様子や班数の確認
６ 事後指導

※必ず配置についていただく場所があります。

○集合
・人員確認
・ルール確認

・服装、持ち物確認

○スタート
・班ごとスタート
・目印、看板を

探しながら進む
※コース図と内容の

詳細は別紙

○ゴール
・人数の確認

（全員そろって
ゴールする）

○ふりかえり
・班の話し合い
（良かった点、

悪かった点）
・体験発表

冒 険 ハ イ ク

2026年度版

（冒険ハイク看板 ）

約40㎝×7㎝の赤い目印を
コース上に設置しています。



1 　友情のウォール 7 　ぶらんこブリッジ

2 　レインジャー（悪天候時中止） 8 　クロスビーム

3 　モンキーブリッジ 9 　木登りとりで（悪天候時中止）

4 　ケーブルサーキット（※） 10 　おっとっと（悪天候時中止）

5 　ロープクライミング（悪天候時中止） 11 　空中散歩

6 　ヤッホーの丘 12 　暗夜行路

　　　　　　　※ ケーブルサーキットには、必ず引率者を１名配置してください。
　　　　　　　　 子どもたちがカゴから降りる際には、カゴを安定するよう支えたり、
　　　　　　　　 搭乗先までカゴを送るためにロープを引っ張るなどの力仕事を伴います。
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① 友情のウォール ② レインジャー

はしごでうんていに上り、うんていの上を四つんば
いで渡って縄ばしごで降りる。
※前の人がうんていの半分まで行ったら
　次の人がスタートする。

八ヶ岳に向かって思いきり大きな声で全員が声を揃
えて「ヤッホー」と3回叫ぶ。

⑥ ヤッホーの丘

④ ケーブルサーキット

①班員全員で協力してロープを引き、
　かごを引き寄せる。
 ※指を挟む危険があるため、滑車付近では
　 ロープを引かない。
②２～４人でかごに乗り、内側を向いて
   命綱を正しくかけて座る。
③太いロープをつかんで川を渡り、
　かごが止まってから命綱を外して降りる。

③ モンキーブリッジ

①班でＡ（高い方）とＢ（低い方）のどちら
　を越えるか選ぶ。
②越える順番をみんなで話し合いながら
　仲間で協力して越える。

①丸太を選び、一人ずつロープを引き寄せ
　ながら登る。
 ※ロープを決して放さないこと。
②どうしても登れない人は迂回コースをすすむ。

①川にかかっているＶ字型の橋を渡る。

②前の人との間隔は２～３ｍぐらいあける。
 ※橋をむりやり揺らさない。

⑤ ロープクライミング
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⑩ おっとっと

①いずれかのコースを選び、最後まで落ちない
　ように渡る。
②途中で落ちたら、はじめからやり直す。
 ※木が濡れていると滑りやすいので気をつける。

①登れる木を選んで木登りに挑戦し、
　登ったら木の板を３回たたいてはしごで降りる。
②グループで協力し合って難易度の違う木登りに
　挑戦してみる。
 ※高いところではふざけない。

⑨ 木登りとりで

⑧ クロスビーム

①ロープで区切られた形や大きさの違った枠を
　ロープに触れないで通り抜ける。
　※ロープに触れた人はやり直し。
②誰かが一度通り抜けた所は使えないので
　グループで話し合い、どこを通るか決める。

班員全員が目隠しをし、先頭の人がみんなに
声かけをしながらロープをたよりにゴール
まで進む。
 ※ロープは必ず自分の体の右側で持ち
    手を 離さないようにする。

①前の人との間隔を３ｍぐらいとり、
　ロープをしっかりつかんで渡る。
②途中で落ちたら、落ちたところから続けて渡る。
 ※ロープをむりやり揺らさない。

⑪ 空中散歩 ⑫ 暗夜行路

⑦ ブランコブリッジ

横にはってあるロープを伝って丸太の橋を渡る。
 ※橋をむりやり揺らさない。


